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 elsa とは、東京都市大学（旧武蔵工業大学）卒業生が発起人となり 2010 年 6 月に設立した任意団体

である。同年より、東京都市大学グループの東京都市大学等々力中学校・高等学校で、環境プログラ

ム授業（中学）を担当し、2015 年からは、生徒が主体となる中高横断組織である文化祭執行部に対す

る環境勉強会も教員との共同企画で試みを始めた。	
 

	
 本発表では、東京都市大学、東京都市大学等々力中学校・高等学校、同大学卒業生、同大学現役生

が関わり東京都市大学グループの連携・協働による環境教育プロジェクトの実践実績と今後のプロジ

ェクト構想の内、以下について報告する。	
 

	
 

１，東京都市大学グループ内の連携・協働による環境教育プロジェクトの浸透と深化	
 

	
 本プロジェクトでは、2010 年より環境授業として年間 15 回（45 分×2 コマ/回）程度のコマ数を割

いている。授業は「地球環境問題の現状を知る」と「ライフサイクル思考で考える」授業の２部構成

となっており、最終的に調べ学習をつうじて、プレゼン発表までがプログラムの構成である。	
 	
 

	
 また、当初より当該校の理念のひとつの「共生」をテーマとして、学年企画や学校行事との関連を

図る授業として、その役割を担ってきた取り組みである。本年度からは、当該校内に教員が主体とな

り組織する「ESD 推進委員会」の発足に合わせ、学校内へさらなる浸透を狙い、ESD をはじめ、SDGs

など、昨今の世界・国内情勢に沿った社会課題の解決を視野に入れたプログラムへ深化を図っている。	
 	
 

	
 

２，東京都市大学	
 二子玉川	
 夢キャンパスを活用した地域との連携・協働	
 

	
 東京都市大学では、夢キャンパス通称「夢キャン」を大学の教育研究活動をはじめ、子どもたちへ

科学の楽しさを伝えるための活動や、地域が抱える課題を解決するための連携活動を展開するため、

地域社会や産学官、グループ各校をつなぐ懸け橋、地域に開かれた施設として2015年6月開設した。	
 

	
 本プロジェクトでは、当該施設を活用して、ESDやSDGsなど社会課題解決のため地域の方々が集まり、

未来のまちづくりを創造する拠点を目指す様々なワークショップイベントを計画・検討を重ねている。

初年度となる本年度は「環境とライフスタイル」をテーマに数回程度のワークショップイベントを模

索しているところである。	
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